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　 A 市公立保育園の保育者 10 名（ 28 歳から
41 歳，平均年齢 33.3 歳，SD=4.6 　保育者経験
平均年数 13.1 年，SD=4.3 　障害児担当保育平








































































































































「D 保育園（ 4 歳児）」VTR
「朝の会」，「自由遊び」を VTR 視聴，資料 1 の用紙
を用いながら行動の分析
（「こだわり行動」の分析）
「E 保育園（ 4 歳児）」VTR
（「生活スキル行動」の分析）
















「E 保育園（ 4 歳児）」VTR ２．資料 3 の用紙を用いて，立案計画の評価
「F 保育園（ 5 歳児）」VTR















（ 1 ） 保育者の行動論アプローチに関する知識
の評価
　 KBPAC（Know l e dg e  o f  B eh av i o r 
Principles as Applied to Children: O'dell，









ている．その内容は，行動形成（ 6 項目）, 行
動除去（ 6 項目），行動理論（ 4 項目），行動分
析（ 3 項目），行動維持（ 2 項目），強化子（ 2























（４）個別保育計画を立案することができる．                  
（５）研修会の内容を伝えるための園内研修をもつことができる．
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p=.30 ）．その後研修前・後 2 つの平均得点に
ついて，対応のあるt 検定を行った．なお，本

































続きを 3 日間あけて 4 回行った．分析の一
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資料１　演習で用いた用紙
直前のきっかけ 行動を維持させる結果行動
行動を維持させる結果
行動を維持させる結果
行動
望ましい行動
直前のきっかけ
代替行動
Ａに対する方略 Ｂに対する方略 Ｃに対する方略
資料２　　演習で用いた用紙
直前のきっかけ 行動を維持させる結果行動
行動を維持させる結果
行動を維持させる結果
行動
望ましい行動
直前のきっかけ
代替行動
Ａに対する方略 Ｂに対する方略 Ｃに対する方略
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注
＊ 1 　応用行動分析　行動原理から導き出された
戦術を社会的に重要な行動に適用して，実験
を用いて行動の改善の原因となる変数を同定
する科学のことである．　
＊ 2 　標的行動　介入のために選択される対象と
なる行動を明確に定義することである．
＊ 3 　三項随伴性　個人と環境との相互作用は複
雑なものであるため，行動修正をはかる上で
最も有効な単位に分けて分析をする必要があ
る．行動分析学では，“弁別刺激→行動→強化
刺激”の三項の関係を分析のための単位とし
ている．
＊ 4 　プロンプト　行動を形成したりその生起率
を上昇させたりするために与える付加的なて
がかり刺激のことである．
＊ 5 　フェーディング　行動を形成する上で手が
かり刺激を有効に用いる手続きのこと．プロ
ンプトを徐々に増やしていくフェイド・イン
手続きと，徐々になくしていくフェイド・ア
ウト手続きがある．
＊ 6 　課題分析　日常場面で遂行される必要のあ
るスキルを，一連のより細かい行動要素に分
割し，個々の行動要素についてその遂行の有
無について査定すること．そして，そのスキ
ルの遂行を阻害している要因を取り除き，個々
の行動要素がより確実に遂行されるために，
その指導手順や手続きを見出すための分析方
法である．
＊ 7 　行動連鎖法　多くのスキルや行動は，実際
には複数オペラント行動が連続して生起する
ことが多い．このような複数の行動からなっ
ているスキルなどを形成する場合，各々の行
動を一定の順に徐々に形成していく方法のこ
とである．
＊ 8 　トークンエコノミー　参加者が，特定の行
動に対する即時的結果として般性条件性強化
子（例：ポイント）を獲得するシステム．参
加者はトークンを貯めて，バックアップ強化
子のなかから品物や活動を選んでそれらと交
換することである．
＊ 9 　般化　指導や訓練によって形成された行動
が，指導や訓練が行われた環境以外でも成立
することを言う．
＊ 10 　維持　さまざまな指導，訓練によって形
成された行動が，指導終了後も生起する場合
を，「行動が維持されている」と言う．
チェック項目 チェック
支援計画は行動の機能に基づいたものになっていますか？
支援計画は集めた情報に基づいたものになっていますか？
行動と置き換わる行動が定められていますか？
支援計画には文脈適合性に関する配慮がされていますか？
支援計画には般化や維持を促進するための手続きが含まれていますか？
資料 3 　演習で用いたチェックリスト
